




 

  



 

 

【講評】 

大問１ 確率漸化式の問題。n を偶数・奇数に分けることができたかがポイントだろう。 

大問２ (1)は｜logx|がきちんと処理できたか？(2)は+0 と-0 に分けることができたかが差になっただろう。(3)は

解き切りたい。 

大問３ 空間ベクトルの問題。平面ＡＢＣに垂線を下ろす、四面体の内接球といった標準的な問題なので、これは

落とせない。 

大問４ (1)は定積分関数の微分。取り切りたい。(2)ができたかが大きな差になったかもしれない。 

 

目標は 7 割後半。 

 


